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十勝の広大な大地に建つ焼肉レストラン。

地産地消を体現するコンセプトで店づくりも奇をてらうことなく、

静かにそこにあり続ける存在を表現した。

外観は低い木の葉型の切妻屋根で建物を小さく見せ風景に馴染ませ、

反して大らかにゆったりと広がる内部空間には、

やわらかな光と豊かな素材を与え、美味しい大地を味わう場とした。

『大地に根差す北海道スタンダード』
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（上）客席ホール
天井が高いため、天井に照明器
具を付けずにパーテーション
に組み込んだスタンドライト
により、各テーブルの照度はク
リアされている。

（中） VIP ROOM
大きなハイサイド窓により、圧
倒的解放感の中にオリジナル
ガラス照明が浮かぶ。

（下 ）
辺りの山並みと同化する畑の
前のウッドデッキは夏のバー
ベキューステージとなる。

外観／夜は少しだけ主張するファサード。来春には芝生が生え、積まれた石を受け止める大地が完成する。


